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３月定例会３月定例会
　令和６年３月定例会を２月２７日から３月１４日まで１７日間開き、条例制定１件、条例の一
部改正７件、規約の変更１件、令和５年度補正予算７件、令和６年度当初予算７件などの議案を
審議しました。
　また、４人の議員が会派を代表して質問を行い、町当局の考えをただしました。
（議案審議の結果は４ページに記載）

中小企業振興を推進中小企業振興を推進
町の責務明記町の責務明記

▲事業や地域発展に寄与（商工会）

　中小企業等の振興に関する施策を推進し、地
域経済の活性化や町民生活の向上に寄与するた
め、播磨町中小企業等振興基本条例を制定しま
した。

介護保険料引き上げ介護保険料引き上げ
基準月額基準月額５８００円５８００円

▲高齢化社会の進展

　高齢化で保険給付費などの増加が見込まれ、
値上げを抑制するために基金約３億円を取り崩
し、介護保険料基準月額を、５５００円から
５８００円とする改正案を可決しました。

問�
町の責務は、「中小企業等の振興に関する施策
を実施するよう努めるものとする。」となって
いる。なぜ「しなければならない。」と定めな
かったのか。

問�
令和５年度播磨町介護保険事業特別会計補正
予算案（第３号）で、減額補正になっている。
令和６年度からの介護保険料の引き上げは、
減額補正分を検討した結果においても引き上
げなのか。

答�
財源の制約がある中で全ての施策が実現可能
とは限らない。本条例で定めた基本理念にのっ
とり、商工会や金融機関、国や県と連携を図
りつつ、振興施策を展開していきたい。

答�
減額補正は、当初見込みより給付費などが少
なかったことによる。令和６年度からの引き
上げは、令和８年度までの見込みにより介護
保険料の基準月額を３００円引き上げる。
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成年後見センター成年後見センター
福祉会館を改修福祉会館を改修

▲福祉の拠点（福祉会館）

　成年後見センターを福祉会館で開設するた
め、電気工事などの整備に必要な補正予算を可
決しました。整備の完了までは、暫定的に福祉
しあわせセンター内で開設されます。

　電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付
金として、
①�住民税均等割のみ課税世帯へ１世帯あたり
１０万円給付
②�住民税非課税世帯・住民税均等割のみ課税世
帯の１８歳以下の児童１人につき、５万円を
加算給付
する補正予算を可決しました。

▲物価高騰支援で生活を守る

問�
福祉会館は町社会福祉協議会（以下社協）が
指定管理していたが、今は町が直営で管理し
ている。成年後見センターと地域包括支援セ
ンターを福祉会館において社協に委託するが、
福祉会館の在り方は。

問�
令和５年１２月臨時会で、住民税均等割非課
税世帯に、令和６年２月をめどに７万円を追
加で給付予定だった。この度の１０万円は、
いつ頃の給付になるのか。

答�
福祉会館は直営で管理し、総合相談や障害者
基幹相談支援センターを実施している。成年
後見センターと地域包括支援センターを福祉
会館で実施することで、福祉の拠点として拡
充していく。

答�
住民税均等割のみ課税世帯の方には、確認書
を送付後、振込先の口座や必要事項を記載し
返送していただく。確認書の送付が３月中旬
頃、初回の振込が４月上旬頃を予定している。

１月臨時会１月臨時会
１月23日１月23日

住民税均等割のみ住民税均等割のみ
課税世帯へ課税世帯へ１０１０万円万円
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議案の審議結果議案の審議結果【１月臨時会・３月定例会】【１月臨時会・３月定例会】

全��員��賛��成 で可決・認定した議案で可決・認定した議案
　　　　議　案 議決日

町�

長�

提�

出

令和５年度
予　算

一般会計補正予算（第８号） 1/23

一般会計補正予算（第９号）

2/27

国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）

財産区特別会計補正予算（第２号）

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号）

水道事業会計補正予算（第３号）

下水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度
予　算

一般会計予算

3/14

国民健康保険事業特別会計予算

財産区特別会計予算

介護保険事業特別会計予算

後期高齢者医療事業特別会計予算

水道事業会計予算

下水道事業会計予算

条　例

中小企業等振興基本条例制定

3/5

漁港管理条例の一部を改正する条例制定

防災会議条例の一部を改正する条例制定

水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定

水道事業給水条例の一部を改正する条例制定

兵庫県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増減及び規約の変更

播磨町長等の損害賠償責任の上限を定める条例の一部を改正する条例制定

3/14会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例制定

介護保険条例の一部を改正する条例制定

その他 専決処分したものにつき承認を求める件（令和５年度一般会計補正予算（第７号）） 1/23

野北知見議員が健康上の理由により、令和６年１月３１日付で辞職されました。

播磨町議会議員の定数１４名に対し、１名欠員になりました。
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8.4％
5.3％
-3.7％
-3.0％
9.2％
1.0％

-21.4％
28.9％
5.2％

130億6584万円
34億8682万円
12億7628万円
30億5397万円
5億6706万円
83億8414万円
13億3366万円
22億0887万円
249億9252万円

対前年度伸び率予算額区　分　　
一　般　会　計　　

特別会計の計　
水道事業会計　
下水道事業会計　
合　　　　計　　

特
別
会
計

国民健康保険事業
財産区
介護保険事業
後期高齢者医療事業

歳　入

グラフの見方
上段：科目、総額に占める割合
中段：予算額
下段：対前年度増減

※各項目で１万円未満を切り捨てているため、
合計が合わない場合があります。

歳　出

自
主
財
源
56.2
％

依
存
財
源
43.8
％

町税　43.5％
56億8450万円
（1億3653万円）

繰入金（貯金取崩）　8.7％
11億3138万円
（1億3176万円）

諸収入　2.6％
3億3719万円
（4225万円）

国庫支出金　
13.6％
17億7573万円
（2億2203万円）

地方交付税　9.9％
12億9510万円
（2億5500万円）

県支出金　8.0％
10億3957万円
（-2499万円）

町債（借入金）3.7％
4億8930万円
（2億7310万円）

地方消費税交付金　
5.9％
7億７１９５万円
（-2446万円）

その他　4.1％
5億4109万円
（1億8892万円）

一般会計

入るお金
130億6584万円

民生費（福祉など）　
38.6%
50億4405万円
（2億3828万円）

衛生費　６.７％
（予防接種・ごみ処理等）
8億7344万円
（246万円）

土木費　９.１％
11億8597万円
（-387万円）

教育費　17.6％
22億9320万円
（4億2617万円）

総務費　13.0％
17億0066万円
（2億0401万円）

公債費　7.6%
9億9195万円
（-1318万円）

その他　３.４％
4億5663万円
（1億6923万円）

消防費　4.0％
5億1991万円
（-700万円）

一般会計

出るお金
130億6584万円

令和６年度予算案を可決
　令和６年度予算特別委員会を３月６日から１２日までの５日間開き、議長を除く委員で集中
審査を行い、厳正にチェックしました。その結果全ての予算を原案どおり可決しました。

　 一 般 会 計 は 前 年 度 よ り 1 0 億 1 6 0 9 万 円
（8.4%）の増となりました。

　歳入の主要財源である町税は、歳入全体の
43.5%を占め、前年度より約1億3653万円
（2.5%）の増となっています。
　国からの財源調整で配分される地方交付税
は、約2億5500万円（24.5%）の増を見込んで
います。
　国庫支出金は、約2億2203万円（14.3%）の
増となっています。
　県支出金は、2499万円（2.3%）の減となっ
ています。

　歳出の主なものは、民生費が全体の38.6％、
教育費が17.6％を占めています。
　民生費では、妊産婦応援タクシー事業のタク
シー券を一枚あたり700円に増額し、妊産婦の
経済的な支援の充実を図ります。また新たに重
度障害者等就労支援や成年後見センター運営事
業を開始し、障がい者の就労の機会の充実や、
権利擁護の専門的な支援を行います。さらに、
50歳以上の方を対象に、帯状疱疹ワクチンの予
防接種費用の半額を補助します。
　教育費ではこども支援センター（仮称）の設
置などにより、誰一人取り残されない学びの充
実を目指しています。
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の主な事業の主な事業の主な事業
見守りカメラ設置へ（新）見守りカメラ設置へ（新）

播磨幼稚園の園庭を拡張(新)播磨幼稚園の園庭を拡張(新)

小・中学校の体育館に空調を整備(新)小・中学校の体育館に空調を整備(新)

児童福祉施設を整備(新)児童福祉施設を整備(新)

通学路の安全対策(新)通学路の安全対策(新)

土山駅北地区のまちづくり(新)土山駅北地区のまちづくり(新)

　犯罪の防止・事件の早期解決と住民生活の安全確
保を図るため、通学路や学校周辺などを中心に、町
全体に見守りカメラを設置する。

　子どもたちが伸び伸びと遊ぶことのできるス
ペースを確保するため、園庭を拡充するととも
に、保護者送迎と給食搬入のために駐車場の整
備を行う。

　児童生徒が使用するだけでなく、災害時に避難所
となる体育館について、熱中症予防及び避難所とし
ての環境向上を図るため空調設備の整備を進める。

　保育施設の定員拡充のために増築工事をする
社会福祉法人に対し、費用の一部を助成する。ま
た、待機児童の解消に向けて令和８年度に保育施
設の新設を目指し、設置・運営事業者を公募する。

　播磨西小学校周辺において最高速度 30km/h の
速度規制のほか、道路面に凹凸など、物理的な速度
抑制対策を実施した「ゾーン 30 プラス」を、地域
住民と合意形成を図りながら整備する。
 画像出展：国土交通省　国土技術政策総合研究所

　住民や地域との連携を密にし、再整備に向け
た基礎的な調査を行うとともに整備方針を検討
し、基本構想を策定する。

２億３,３０６万円

２億６００万円

５,６１８万円

１億５,５８３万円

１,５００万円

１,９５５万円
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令和６年度令和６年度令和６年度
帯状疱疹ワクチン予防接種費用を助成(新)帯状疱疹ワクチン予防接種費用を助成(新)

重度障がい者等への就労機会の拡大(新)重度障がい者等への就労機会の拡大(新)

大池の遊歩道を改修(新)大池の遊歩道を改修(新)

高齢者の補聴器購入費用に助成(新)高齢者の補聴器購入費用に助成(新)

大池広場の周辺を整備(新)大池広場の周辺を整備(新)

　帯状疱疹の発症予防と合併症予防のため、発
症率が高くなる５０歳以上の方を対象に、接種
費用の概ね半額を助成し、住民の健康増進と経
済的負担の軽減を図る。

　働く重度障がい者等の方に対し、通勤や職場な
どにおける支援を実施する。

　ため池堤体の土表面の状態が悪化しているた
め、西側の堤体と遊歩道の改修工事を行う。

　聴力機能の低下により日常生活に支障がある高齢
の方に対し、補聴器購入費用の一部を助成し、社会
参加や地域交流を促進するとともに認知症予防やフ
レイル予防を推進する。

成年後見センターを開設(新)成年後見センターを開設(新)
　成年後見制度の利用を希望する住民や福祉関
係者などが相談できる体制を整備し、必要な人
への成年後見制度の利用促進を図る。

　地域から寄附を受けた大池広場の用地を有効活用
するため、地域の意見を取り入れながら、広場整備
における基本計画の策定や、円滑な通行の確保など
の道路整備に係る設計を行う。

３６２万円

９７万円

１億５２３万円

１５０万円

１,５６６万円

１,７０５万円
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暮
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と
予
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を
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予
算
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会

無料法律相談の無料法律相談の
利便性は利便性は

シーサイドドームシーサイドドーム
改修改修

ふるさと納税のふるさと納税の
件数は件数は

二十歳のつどい二十歳のつどい
視聴改善は視聴改善は

総合防災訓練は総合防災訓練は

中央公民館の中央公民館の
管理は管理は

問 相談申し込みは、受付に
行って予約をとっているが、
利便性を考慮して、変更する
考えは。

答 受付をするという形で、
その後の円滑な相談につなが
ると考えている。また、空き
状況については電話で確認で
きる。

問 はりまシーサイドドーム
は、利用者に人気の施設であ
る。老朽化が進んでいるが、
どのように改修するのか。

答 ドーム屋根の防水、管理
棟の外壁塗装、空調設備、L
ＥＤ化や駐車場の整備。７月
から令和７年１月まで休館に
なる。

問 令 和 ６ 年 度 の 予 算 は、
２００件分だが、それは目標
か最低限の数字なのか。

答 予算以上はいくと考えて
いるが、この数値にとらわれ
ず、より多くの寄附が獲得で
きるように町内事業者ととも
に取り組んでいきたい。

問 来場できない方にオンラ
インも用意しているが、一部
の映像を視聴できない。権利
関係もあるが改善すべきで
は。

答 会場内で流された映像の
すべてを、オンラインでも視
聴できるように関係者と協議
していく。

問 実践的な防災訓練を目指
すとのことだが、令和６年度
参加者を増やす取り組みは。

答 総合防災訓練として避難
所開設までできるよう、啓発
していきたい。

問 次期指定管理者からの事
業計画書で、具体的な事業が
見えてくる。それをもとにし
て協定を締結するのか。

答 「いつでも誰でも来られ
る、みんなの居場所」など新
たな３つのコンセプトを取り
入れる事業計画書により、協
定を締結する。

▲より快適に（シーサイドドーム） ▲開発中の返礼品

令和６年度の各事業の予算案が適切妥当であるのかを慎重に審査するため、同審査を予算特別
委員会に付託し、５日間にわたり、さまざまな視点からの質疑を行いました。
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暮
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が
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予
算
特
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会

地方バスの地方バスの
維持は維持は

特定健診の特定健診の
早期受診を早期受診を

あんしんボタンのあんしんボタンの
拡充拡充

こどもの想いこどもの想い
事業は事業は

録音付電話の録音付電話の
補助額は補助額は

部活動の部活動の
地域移行は地域移行は

問 土山駅から東加古川駅、
加古川駅のバス路線を維持す
るためにどのように検討して
いるのか。

答 現行の路線バスをワゴン
タイプの「かこバスミニ」に
変更する。大中地区の一部の
生活道路も通行できるように
なる。

問 生活習慣病予防に有効
な、特定健診の受診率向上の
ための施策は。

答 ８月末までの受診者に
「QUO カード千円」を付与す
る早期受診キャンペーンを令
和５年度に引き続き実施す
る。

問 高齢者と同居している方
が不在の際に、高齢者が家に
一人になり心配。補助対象条
件を緩和する考えは。

答 そういうお声を聴いてい
るが、現時点では補助対象条
件の緩和は考えていない。

問 新規事業である、こども
の想い具現化事業補助金と
は、どのようなものか。

答 中学校生活において、中
学生の熱い想いを生徒総会や
中学生議会などを経て、具現
化するための計画をしてい
る。

問 自動録音機能付電話機等
購入補助金について、住民へ
の補助額はどの程度になるの
か。

答 ６５歳以上の方で、自動
録音電話機には１万円を、電
話機の外付け録音機には５千
円の補助を行う。

問 部活動地域移行は、多様
性、安全安心など生徒ファー
ストの視点に立ち実施すべき
では。

答 子どもを第一に考え、円
滑な移行ができるよう、行政、
スポーツクラブ２１はりま、
地域が連携し推進していく。

▲８月末までの受診でクオカード ゲット ▲特殊詐欺には、ご注意を

予算特別委員会
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質問者 質　　問　　事　　項

1 公明党代表
木村　晴恵

（１）令和６年度施政方針は
（２）「播磨町子どもの権利条例」の進捗状況と今後は
（３）認知症の理解を深め、安心して暮らせるまちづくりを

2 政風会代表
岡田　千賀子 （１）令和６年度施政方針は

3 チーム新星代表
大北　良子 （１）令和６年度施政方針は

4 播磨町民の会代表
宮宅　良

（１）令和６年度施政方針は
（２）持続可能なまちづくりを

３月５日に４人の議員が会派を代表し
令和６年度施政方針について町当局の考えをただしました。

代表質問とは、３月定例会において会派を代表
する議員が町長の施政方針や予算編成方針に対
して行う質問です。▲録画配信
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ここをここを問問うう町政



問　

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成

を
、
令
和
4
年
12
月
と
5
年
6
月
定
例
会
一

般
質
問
で
提
案
し
、
概
ね
半
額
の
補
助
を
助

成
す
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
令
和
6
年
度

か
ら
実
施
す
る
助
成
額
は
。

答　
自
己
負
担
の
半
額
相
当
で
、
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
の
場
合
は
2
回
接
種
が
必
要
で
あ

り
、
1
回
に
1
万
円
で
2
回
分
2
万
円
分
を

助
成
す
る
。
生
ワ
ク
チ
ン
の
場
合
は
1
回

4
千
円
と
す
る
。

補
聴
器
購
入
助
成
拡
充
は

補
聴
器
購
入
助
成
拡
充
は

問　

認
知
症
予
防
対
策
と
し
て
、
令
和
３
年

12
月
と
令
和
5
年
12
月
定
例
会
一
般
質
問
で

補
聴
器
購
入
へ
の
助
成
を
訴
え
、
令
和
6
年

度
か
ら
購
入
費
用
の
一
部
補
助
上
限
3
万
円

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
申
請
に
必
要
な
病
院

で
の
意
見
書
作
成
費
用
は
個
人
負
担
の
考
え

で
あ
り
今
後
の
補
助
拡
充
の
考
え
は
。

答　
「
医
師
意
見
書
作
成
費
用
」
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
と
し
て
い
る
。

　

令
和
6
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
で
あ
り
、

円
滑
な
事
業
実
施
に
努
め
、
申
請
状
況
や
高

齢
者
の
方
々
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
今
後
の
補

助
拡
充
は
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
は

子
ど
も
の
権
利
条
例
制
定
は

問　
「
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制
定
し
て
い

く
べ
き
」
と
提
案
し
、
実
効
性
の
高
い
条
例

を
制
定
す
る
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

答　
子
ど
も
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ

ど
も
課
を
中
心
に
関
係
部
署
で
検
討
を
行

い
、
令
和
7
年
４
月
1
日
か
ら
の
施
行
を
予

定
す
る
。

▲帯状疱疹ワクチンで早めの予防を

木
き
村
むら
晴
はる
恵
え
議員

公明党代表

接
種
の
助
成

帯帯た
い
た
い

状状じ
ょ
う

じ
ょ
う

疱疱ほ
う
ほ
う

疹疹し
ん
し
ん

ワ
ク
チ
ン

ワ
ク
チ
ン

　
接
種
助
成
額
は

　
接
種
助
成
額
は

答
弁

自
己
負
担
の
半
額
相
当
を

助
成
す
る

問　
令
和
６
年
４
月
の
町
内
保
育
待
機
児
童

数
と
令
和
７
年
度
以
降
の
保
育
待
機
児
童
の

予
測
人
数
は
。

答　
国
基
準
の
待
機
児
童
数
は
10
名
、
入
所

申
し
込
み
保
留
児
童
数
は
101
名
と
な
る
見
込

み
。

　
令
和
７
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
に
向
け
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
予
測
し
た
い
。

問　
子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
保

育
待
機
児
童
の
解
消
対
策
は
。

答　
播
磨
保
育
園
が
令
和
７
年
４
月
か
ら
保

育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
。
保
育

定
員
が
26
人
増
加
、
幼
稚
園
部
が
15
人
の
設

定
で
、
遊
戯
室
を
４・
５
歳
児
の
保
育
室
に

改
修
し
、
新
た
に
遊
戯
棟
を
増
築
す
る
。

新
た
な
保
育
施
設
は

新
た
な
保
育
施
設
は

問　
民
間
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
募
集
す
る

保
育
施
設
の
定
員
や
予
定
地
は
。

答　
定
員
は
80
人
か
ら
120
人
。

　
町
有
地
を
無
償
で
貸
し
付
け
、
令
和
８
年

４
月
の
開
設
を
目
指
す
。

夏
休
み
の
学
童
保
育
は

夏
休
み
の
学
童
保
育
は

問　
長
期
休
業
中
の
学
童
保
育
の
受
け
入
れ

体
制
は
。

答　
通
常
利
用
の
児
童
で
定
員
の
余
裕
が
な

く
、
利
用
希
望
者
の
受
け
入
れ
が
限
ら
れ
て

い
る
現
状
。

　
令
和
６
年
夏
休
み
か
ら
新
た
に
播
磨
幼
稚

園
の
遊
戯
室
で
受
け
入
れ
る
児
童
数
は
15

人
。
時
間
な
ど
は
他
の
学
童
保
育
所
利
用
と

同
じ
要
件
で
実
施
す
る
。

▲こども園に移行予定の播磨保育園

岡
おか
田
だ
千
ち
賀
か
子
こ
議員

政風会代表

子
育
て
応
援

保
育
待
機
児
童

保
育
待
機
児
童

　
　
解
消
対
策
は

　
　
解
消
対
策
は

答
弁

保
育
所
を
新
設
す
る
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問　
令
和
４
年
９
月
の
一
般
質
問
で
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
や
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
券
に
つ
い
て
、「
運
賃
の
経
年
推
移
を

調
査
し
て
い
る
の
か
」「
交
通
困
難
者
を
取

り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
対
象
と
な

る
者
の
範
囲
拡
大
や
交
付
上
限
枚
数
の
引
上

げ
な
ど
を
検
討
す
べ
き
」
と
質
問
し
て
い
る

が
、
令
和
６
年
度
施
政
方
針
で
、
同
利
用
券

や
助
成
券
を

700
円
に
引
き
上
げ
る
と
あ
る
が

根
拠
は
。

答　
高
齢
者
の
移
動
支
援
を
充
実
さ
せ
る
方

法
を
検
討
し
、
助
成
券
１
枚
分
の
金
額
を
初

乗
り
料
金
相
当
額
の
700
円
に
引
き
上
げ
る
。

ま
た
、
利
用
券
も
同
様
に
700
円
に
引
き
上
げ

る
。河

川
等
監
視
カ
メ
ラ
改
善
を

河
川
等
監
視
カ
メ
ラ
改
善
を

問　
河
川
等
監
視
カ
メ
ラ
は
、
播
磨
大
橋
監

視
カ
メ
ラ
と
水
田
川
水
位
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
が
、
静
止
映
像
で
曇
っ
て
見
づ

ら
い
。
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　
技
術
的
・
経
済
的
な
観
点
も
含
め
、
よ

り
良
い
形
で
設
置
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を

問　
中
央
公
民
館
が
地
域
拠
点
と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
団
体
の
活
動
資
金

の
確
保
が
必
要
。
ま
た
、
中
学
校
部
活
動
の

地
域
移
行
も
同
様
、
資
金
確
保
が
必
要
で
あ

る
。
積
極
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

答　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
有
益
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
活
用
を
予
定
し
て
い
く
。

▲タクシー料金の助成充実

宮
みやけ
宅� 良

りょう
議員

播磨町民の会代表

交
通
困
難
者

タ
ク
シ
ー
助
成
券

タ
ク
シ
ー
助
成
券

　
引
き
上
げ
根
拠
は

　
引
き
上
げ
根
拠
は

答
弁

初
乗
り
料
金
相
当
額

　
　
の
７
０
０
円
で
あ
る

問　
令
和
６
年
度
か
ら
下
校
時
の
児
童
見
守

り
対
策
と
し
て
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
導

入
さ
れ
る
。
予
算
を
計
上
し
て
い
る
根
拠
と

実
働
す
る
人
員
の
確
保
は
。

答　
予
算
根
拠
は
乗
務
員
で
あ
る
警
察
Ｏ
Ｂ

職
員
３
名
分
の
人
件
費
で
あ
り
、
４
月
の
採

用
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

問　
そ
れ
に
加
え
て
犬
の
散
歩
時
を
兼
ね
た

見
守
り
や
、ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

答　
他
市
町
で
は
自
主
的
な
防
犯
活
動
団
体

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
本
町
で
も

同
様
の
活
動
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
団
体
に
対

す
る
補
助
制
度
も
あ
り
支
援
し
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

問　
特
別
支
援
教
育
、
不
登
校
対
策
や
生
徒

指
導
に
お
け
る
取
組
み
を
一
元
化
す
る
た
め

に
、
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
と

あ
る
が
主
な
内
容
は
。

答　
地
域
学
校
教
育
課
内
に
設
置
し
、
教
育

相
談
の
充
実
を
図
る
。

問　
小
中
学
校
に
不
登
校
対
策
支
援
員
を
配

置
し
、
家
庭
・
学
校
・
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
・

コ
ミ
セ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
で
の
連
携
強
化
に
努

め
る
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答　
経
験
豊
富
な
支
援
員
６
名
を
配
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
当
初
は
児
童
生
徒
の
理
解
に

努
め
、
定
期
的
な
情
報
交
換
、
情
報
共
有
な

ど
を
通
じ
て
、
活
動
を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら

よ
り
円
滑
な
体
制
整
備
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

▲町内の見守り活動をさらに強化

防
犯
対
策
は

大
おお
北
きた
良
よし
子
こ
議員

チーム新星代表

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
カ
ー
の
人
員
は

　
　
カ
ー
の
人
員
は

答
弁

採
用
に
向
け

　
準
備
し
て
い
る
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　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

▲委員会報告書
はこちら

総
務
建
設

総
務
建
設

■■
11
月月
2323
日
委
員
会
開
催

日
委
員
会
開
催

見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置

　
設
置
及
び
管
理
運
用
は
見

守
り
カ
メ
ラ
設
置
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
、
個
人
情
報

の
保
護
の
観
点
も
踏
ま
え
適

正
に
管
理
す
る
。
設
置
台
数

は
町
内
全
域
で
約
250
台
程
度

想
定
し
て
い
る
。
各
自
治
会

に
最
終
位
置
案
を
提
示
し
、

確
定
後
、
令
和
７
年
３
月
末

ま
で
に
設
置
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
財
源
に
つ
い
て
、
国
の

交
付
金
を
活
用
す
る
と
あ
る

が
、
見
込
額
は
。

答　
国
の
「
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
構
想
推
進
交
付
金
」
で

２
分
の
１
を
活
用
し
、
上
限

１
億
円
を
考
え
て
い
る
。

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
計
画

　
播
磨
西
小
学
校
付
近
の
通

学
時
に
事
故
が
起
き
や
す
い

箇
所
に
、
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

を
整
備
す
る
。

　
地
元
住
民
に
説
明
会
を
実

施
し
、
令
和
７
年
３
月
末
ま

で
に
整
備
を
完
了
す
る
。

防
犯
・
交
通
パ
ト
ロ
ー
ル

　
町
内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
加
古
川
市
に
委
託
し
て
い

た
が
、
令
和
６
年
度
よ
り
、

パ
ト
ロ
ー
ル
日
数
を
増
や
し

町
単
独
の
実
施
に
変
更
す
る
。

　
町
の
防
犯
対
策
と
し
て
見

守
り
カ
メ
ラ
と
防
犯
・
交
通

パ
ト
ロ
ー
ル
の
両
輪
で
安
全

安
心
の
対
策
を
進
め
る
。

地
域
公
共
交
通
計
画（
素
案
）

　
計
画
書
全
体
の
構
成
は
第

１
章
か
ら
第
６
章
ま
で
で
、

完
成
版
で
は
参
考
資
料
と
し

て
用
語
集
を
追
加
す
る
。

　
公
共
交
通
を
取
り
ま
く
現

状
、住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

バ
ス
利
用
実
態
調
査
な
ど
の

結
果
の
概
要
を
ま
と
め
た
上

で
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

体
系
の
確
保
実
現
に
向
け
た

施
策
を
掲
げ
て
い
る
。

　
計
画
期
間
は
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
５

年
間
と
し
、
計
画
区
域
は
町

全
域
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
近
隣
市
町
と
の
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連
携
を
早
く

進
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
。

答　

路
線
バ
ス
の
土
山
駅
南

口
か
ら
加
古
川
駅
ル
ー
ト
が

運
行
休
止
す
る
こ
と
か
ら
加

古
川
市
の「
か
こ
バ
ス
ミ
ニ
」

の
延
伸
を
予
定
し
て
い
る
。

■■
1212
月月
2020
日
委
員
会
開
催

日
委
員
会
開
催

土
山
駅
北
ま
ち
づ
く
り
の
進

捗
は

　
「
播
磨
町
土
山
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ
ト

ブ
ッ
ク
」
の
案
を
広
く
意
見

募
集
し
、
令
和
６
年
２
月
23

日
に
完
成
報
告
会
を
地
域
で

行
い
、
製
本
し
た
も
の
を
関

係
者
に
配
布
す
る
。

■■
1212
月月
2020
日
協
議
会
開
催

日
協
議
会
開
催

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
見
直
し

　
本
町
で
は
高
度
経
済
成
長

期
に
多
く
の
公
共
施
設
、
イ

ン
フ
ラ
資
産
を
整
備
し
て
お

り
、
改
修
時
期
を
迎
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
公
共

施
設
等
の
在
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
役
場
第
一
庁
舎
は
建
築
か

ら
51
年
が
経
過
し
、
大
規
模

改
修
、
機
能
向
上
対
策
を
行

っ
て
い
る
が
、
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
を
含

め
た
庁
舎
の
在
り
方
を
検
討

す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
庁
舎
の
建
て
替
え
と
な

る
と
時
間
が
か
か
る
が
、
期

間
な
ど
計
画
は
想
定
し
て
い

る
の
か
。

答　
９
年
後
に
建
築
か
ら
60

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

庁
舎
の
現
状
と
し
て
ス
ペ
ー

ス
の
不
足
や
来
庁
者
の
利
便

性
の
向
上
な
ど
、
多
方
面
か

ら
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

今
後
、
庁
舎
の
問
題
点
な
ど

を
整
理
し
、
大
規
模
改
修
だ

け
で
な
く
建
替
え
を
含
め
、

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

大
池
広
場
周
辺
の
整
備

　
大
池
広
場
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
現
在
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
。
道
路
の
予
備

設
計
は
町
道
浜
幹
線
へ
の
接

続
方
法
や
道
路
の
線
形
、
交

差
点
の
形
状
に
つ
い
て
、
兵

庫
県
公
安
委
員
会
に
事
前
協

議
書
の
提
出
を
行
う
状
況
で

あ
る
。

　
今
後
は
地
域
住
民
に
対
し

て
道
路
線
形
や
大
池
広
場
の

敷
地
形
態
を
示
し
た
上
で
、

活
用
方
法
に
つ
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
道
路
整
備
に
つ
い
て
敷

地
所
有
者
か
ら
の
用
地
買
収

は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答　
地
権
者
が
９
名
程
度
お

ら
れ
、
道
路
の
中
心
線
や
交

差
点
な
ど
、
兵
庫
県
公
安
委

員
会
と
の
協
議
が
完
了
し
て

か
ら
用
地
買
収
す
る
こ
と
に

な
る
。

見
守
り
カ
メ
ラ
設
置

▲先行実施している
加古川市の見守りカメラ
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厚
生
教
育

厚
生
教
育

流
通
科
学
大
学
の
学
術
・
人
的
支
援
を

■■
1212
月月
1313
日
開
催

日
開
催

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
を
進
め
て
い
る
が
、
人
材

不
足
や
専
門
的
な
知
識
が
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
。
流
通

科
学
大
学
が
所
有
す
る
ス
ポ

ー
ツ
等
に
関
す
る
幅
広
い
知

見
と
、
専
門
性
の
高
い
学
生

人
材
に
よ
る
支
援
を
得
る
こ

と
で
、
諸
課
題
の
早
期
解
決

を
目
指
す
た
め
の
包
括
連
携

協
定
を
締
結
す
る
。

■■
1212
月月
2121
日
開
催

日
開
催

地
域
福
祉
計
画
等
の
進
捗
状

況
　
第
５
次
播
磨
町
総
合
計
画

を
上
位
計
画
と
し
、
①
播
磨

町
地
域
福
祉
計
画
、
②
障
害

者
計
画
、
③
は
り
ま
健
康
プ

ラ
ン
の
三
つ
の
行
政
計
画
策

定
に
お
い
て
、
令
和
６
年
１

月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
。
２
月
に
最
終

の
策
定
委
員
会
を
実
施
し
、

３
月
末
ま
で
に
完
成
予
定
と

考
え
て
い
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
地
域
福
祉
計
画
で
、
相

談
体
制
の
強
化
と
あ
る
が
、

民
生
委
員
の
負
担
は
。

答　
コ
ミ
セ
ン
単
位
で
民
生

委
員
が
話
し
合
う
機
会
が
あ

り
、
地
域
の
中
で
解
決
で
き

る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
か
な

ど
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

つ
く
り
な
が
ら
重
層
的
に
展

開
し
、
相
談
を
受
け
る
こ
と

で
、
負
担
が
減
る
よ
う
に
は

思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
費
用

の
助
成

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
高
齢

者
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
事

業
の
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
加
齢
に
よ
る
聴
力
の
低
下

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
高
齢
者
に
補
聴
器
の
装

用
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
聴

力
低
下
に
早
期
に
対
応
し
、

生
活
の
質
を
維
持
し
、
社
会

参
加
や
地
域
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
認
知
症
予
防
及

び
フ
レ
イ
ル
予
防
を
目
的
と

す
る
。
対
象
者
は
町
内
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
で
、

耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
の
診
断

を
受
け
、
必
要
性
を
認
め
ら

れ
た
人
を
対
象
と
す
る
予
定

で
あ
る
。
助
成
額
に
つ
い
て

は
、
３
万
円
を
上
限
に
一
人

一
回
限
り
と
考
え
て
い
る
。

　

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
町
内
や
加
古
川
医
師
会

管
内
の
耳
鼻
咽
喉
科
に
チ
ラ

シ
を
置
く
な
ど
の
周
知
を
行

う
。

■
１
月

■
１
月
1616
日
（
日
（
11
日
目
）

日
目
）

岐
阜
県
笠
松
町

　
笠
松
町
子
ど
も
の
権
利
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
く
現
場

で
の
取
組
事
例
を
視
察
し

た
。

　
子
ど
も
の
権
利
条
例
に
基

づ
き
、
子
ど
も
の
権
利
の
内

容
、
大
人
の
役
割
、
子
ど
も

の
責
務
な
ど
を
定
め
る
こ
と

に
よ
り
、
子
ど
も
の
権
利
を

保
障
し
、
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
が
自
由
に
生
き
生
き
と

育
つ
ま
ち
を
目
指
す
た
め

に
、
子
ど
も
も
大
人
も
同
じ

権
利
を
持
つ
一
員
と
し
て
、

自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
一
緒

に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。

■
１
月

■
１
月
1717
日
（
２
日
目
）

日
（
２
日
目
）

愛
知
県
東
海
市

　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
が

ち
な
方
、
人
と
の
付
き
合
い

方
で
悩
ん
で
い
る
方
と
、
そ

の
家
族
を
応
援
す
る
東
海
市

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー

ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
の
取
組
事
例

の
現
場
を
視
察
し
た
。

　
悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
と

し
て
い
て
、
チ
ラ
シ
な
ど
に

は
、
ほ
と
ん
ど
「
ひ
き
こ
も

り
」
と
い
う
言
葉
を
入
れ
て

い
な
い
。
相
談
に
つ
な
が
る

取
組
と
し
て
「
ふ
く
し
」
と

書
い
た
共
通
す
る
相
談
マ
ー

ク
の
バ
ッ
ジ
を
、
相
談
ス
タ

ッ
フ
、
民
生
委
員
、
障
が
い

者
支
援
を
し
て
い
る
ス
タ
ッ

フ
な
ど
に
付
け
て
も
ら
い
、

こ
ま
り
事
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た

と
き
に
、
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
に

つ
な
い
で
も
ら
え
る
よ
う
に

作
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

事業内容
①相談支援
②居場所支援
③家族支援
④就労準備支援
⑤学習・生活支援
⑥広報・啓発事業

　
行　
政　
視　
察
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商
工
会
役
員
の
皆
さ
ま
と
、�

令
和
６
年
１
月
26
日
（
金
）
に
、�

商
工
会
館
で
議
会
と
語
ろ
う
会
（
議
会
報
告
会
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

議会と語ろう会議会と語ろう会議会と語ろう会 ▲議会報告会
報告書はこちら

商
工
会
の
行
う
主
な
事
業
紹
介

①
町
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
作
成

　

 

飲
食
店
、
食
料
品
製
造
、

小
売
店
を
紹
介
す
る
冊
子

② 

商
工
会
推
奨
品
カ
タ
ロ
グ

作
成

　

 

商
工
会
が
認
定
す
る
推
奨

品
カ
タ
ロ
グ
冊
子

2
0
0
0
部
作
成
し
P
R

を
図
っ
て
い
る
。

③
特
産
品
開
発
支
援

　

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
開
発
に
取
組
ん
で
い
る
。

④ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
付
与

　

 

播
磨
町
ペ
イ
ペ
イ
ポ
イ
ン

ト
な
ど
、
期
間
を
決
め
て

実
施
。

⑤ 

産
学
連
携
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン

　
 

令
和
５
年
11
月
17
日
に
は

10
回
目
と
な
る
点
灯
式
を

開
催
。

⑥
就
職
説
明
会（
企
業
紹
介
）

　

 

播
磨
町
住
民
協
働
部
産
業

環
境
課
と
連
携
し
、
町
内

の
主
要
企
業
に
雇
用
情
勢

や
新
規
採
用
に
係
る
計
画

な
ど
の
調
査
を
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
事
業
の
進

め
方
の
検
討
。

⑦ 

企
業
支
援
事
業
計
画
の
認

定
申
請

　

 

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
８
割
以

上
履
修
し
た
者
に
会
館
内

施
設
を
利
用
す
る
権
利
を

有
し
、
軌
道
に
乗
る
ま
で

伴
走
型
で
個
社
支
援
を
す

る
仕
組
み
を
構
築
。

⑧
令
和
６
年
度
県
民
局
要
望

■
主
な
質
疑
応
答

問　
①
に
つ
い
て
、
本
マ
ッ

プ
の
作
成
に
あ
た
り
掲
載
さ

れ
た
店
舗
数
は
ど
の
く
ら
い

あ
っ
た
の
か
。

答　
掲
載
を
し
た
事
業
者
数

は
25
店
舗
で
あ
る
。
ま
た
、

本
マ
ッ
プ
の
内
容
は
同
じ
だ

が
、
表
紙
の
み
２
種
類
を
作

成
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
業
種
で

分
け
る
な
ど
の
工
夫
を
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
も

内
部
か
ら
あ
る
の
で
、
次
回

作
成
時
の
課
題
と
し
た
。

問　
③
に
つ
い
て
、
実
際
に

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

な
り
得
る
特
産
品
は
ど
の
く

ら
い
の
数
で
き
る
の
か
。

答　
本
日
紹
介
で
き
る
の
は

「
飯い
い
蛸だ
こ
だ
し
醬
油
」
で
す
。

■
主
な
提
案
・
要
望

　
施
策
と
し
て
運
営
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
等
タ
ク
シ
ー
料

金
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

助
成
券
を
交
付
さ
れ
て
い
る

が
、
利
用
率
が
悪
い
と
聞
い

て
い
る
。

　
そ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
タ
ク
シ

ー
も
利
用
で
き
、
な
お
か
つ

商
工
会
会
員
事
業
所
の
店
舗

で
お
買
い
物
な
ど
に
も
利
用

が
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
し

て
ほ
し
い
。

▲商工業の振興を語り合う（商工会館２階）

各種団体との「議会と語ろう会」も 
要請により開催します！！

　本町に在住、在勤又は在校する１０人以上の者で
構成する団体又はグループから報告会の実施要請が
あれば日時等を調整の上、開催いたします。
　申請方法等の詳細については、議会事務局へ問い
合わせください。℡ 079-435-2387

随時開催
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表紙の題字は私が書きました

～ ま ち の 将 来 を 担 う 子 ど も た ち ～

Photo M
em

ory
フ
ォ
ト
メ
モ
リ
ー

▲第 1 回子ども議会（小学６年生）

季節の花ことば

蒲公英（たんぽぽ）
花言葉は「幸せ」です。
“幸せが届きますように”

　

穏
や
か
な
春
の
光
を
満
喫

す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
眼

に
も
鮮
や
か
な
新
緑
の
季
節

が
到
来
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
度
に
入
り
「
春
風
フ
ェ

ス
」
を
は
じ
め
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
♪

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
て
ら
参

加
し
て
体
の
隅
々
ま
で
元
気
が

行
き
渡
る
よ
う
お
日
様
と
も

仲
良
く
（
日
焼
け
対
策
と
水

分
補
給
を
十
分
に
！
）
し
た
い

で
す
ね
。
町
内
に
ス
テ
キ
な
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
た
く
さ
ん
の
思

い
出
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

（
岡
田
）

　　

新
年
度
も
引
き
続
き
、
読

み
や
す
く
議
会
活
動
が
伝
わ

り
や
す
い
誌
面
と
す
る
た
め
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
宮
宅　
良　
　
委
員
長

　
細
田　
武
男　
副
委
員
長

　
岡
田
千
賀
子　
委
員

　
木
村　
晴
恵　
委
員

　
竹
内　
基
就　
委
員

　

私
は
一
歳
の
と
き
か
ら
播
磨
町
に
住

ん
で
い
て
、
播
磨
町
が
大
好
き
で
す
。

播
磨
町
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
思

い
、
魅
力
を
探
し
て
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
播
磨
町
は
海
に
面
し
て
い
て
、

少
し
歩
く
と
海
が
見
え
ま
す
。
播
磨
町

の
朝
の
海
は
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
き
れ
い
で
す
。
整
備
さ
れ
た
公

園
も
多
く
あ
り
、
私
た
ち
は
安
全
に
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
芸

能
を
継
承
し
、
播
磨
町
を
活
性
化
さ
せ

る
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ

で
す
。
私
が
古
宮
の
秋
祭
り
に
参
加
し

た
と
き
は
、
獅
子
舞
や
和
太
鼓
な
ど
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

が
祭
り
に
関
わ
っ
て
い
て
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
播
磨
町
に
は
た
く
さ
ん

の
魅
力
が
あ
り
、
播
磨
町
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
播
磨
町
に
は
私
の

知
ら
な
い
魅
力
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

播磨南小学校６年
大
おお
野
の
友
ゆ
愛
あ
さん（現中１）

の作品です

播
磨
町
の
魅
力

５月臨時会・６月定例会のご案内

▶日　時　５月１０日（金）、６月４日（火）、１１日（火）、１２日（水）　いずれも午前１０時から 
　＊ ６月１１日（火）、１２日（水）は一般質問の予定ですが、質問者数などによって変更になる場合があります。

▶場　所　第１庁舎３階　議場　　＊車いすの方も昇降機により入場し、傍聴していただけます。

▶請願・陳情の締め切り　請願と陳情の締め切りは、５月２７日（月）午後５時までです。 
　＊当日は、インターネットで本会議の生中継を行います。過去の映像は常時放映中です。 
　　町議会のホームページから「議会中継」を選びクリックしてください。

▶お問い合わせ　議会事務局　℡ ０７９‐４３５‐２３８７

▲各学級の代表が町の課題を問う

▲議会ホームページ
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